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ドラブルの “the new ‘her-story’”1
―   The Red Queen: A Transcultural Tragicomedy（2004）考 ―
Margaret Drabble’s “the new ‘her-story’”:
















　小説の Part  1  Ancient  Timesでは 18世紀の朝鮮王朝のプリンセスの宮廷内の回想、






















　マーガレット・ドラブル（Margaret Drabble,  1939‒）の第 16作目の小説 The Red 















年 9月 17日から翌 2008年 6月 17日まで放映されたので、ドラブルの小説はこのド
ラマ放映に先んじて出版されていることになる。
　ドラブルは、2006年出版の最新作 The Sea Lady: A Late Romanceまで、全 17作の
小説を出版しているが、それぞれに趣向をこらし、実験的な試みを行ってきた2。今





























れる学会（学会のテーマは ‘The New Frontiers  of Health: Globalization  and Medical 
4Risk’）に旅立とうとしていた4。その直前に、彼女は 18世紀の朝鮮王朝のプリンセス

























































She  has  been  brought  up  in  a  postmodern  relativist world,  therefore  she  cannot 










₂ ．“parallel family story” という機能 ― “female narrative voice” を使って ―







unknown  to history.  I  am  famous,  but nameless. And  I was never  a queen  in my 





























































ンセスは「私は今、自分の時代にない言葉を使っている」（Part  1  Ancient  Times, 
158）と言って、“postmodern contextualism, enlightenment universalism, deconstruction, 














I  [the Crown Princess]  believe  that what he  [King Chongjo]  saw  and heard  as  a 
ten-year-old child  in  the hot noonday sun on  the day of  the  Imo Incident affected 



















































































　ドラブルの The Red Queenに戻ろう。例えば、次の場面を取り上げてみよう。「人
は愛されることを求めて生きる」という凡庸な事実を、プリンセスはサドセジャと父
王との対話の中で率直に伝えようとする。



















₃ ．連鎖の機能 ― 小箱のイメージ ―
　ドラブルは 2006年のインタヴューの中で、「私たちは人と出会った瞬間に、もはや
人を他人とは考えられなくなる」（Lee  497）と述べて、人とのつながりを重視する態







「閉所恐怖症」（“claustrophobia,” RQ,  Part  2 Modern Times,  185）のイメージとメタ
ファーは 21世紀の Babsに引き継がれていく。
　ソウルのインチョン空港で、Babsは韓国系オランダ人の医師 Dr Ooのスーツケー





























とができない。Babsは、Jane Gray（The Waterfall,  1969）や Kate Armstrong（The 
Middle Ground, 1980）のような女性人物と同様に、母性や子供という手段を通して、
人との連結、ひいては「育む」「生き延びる」「共感する」というメッセージを送り続
ける。Jan教授のバルセロナの妻 Viveca（“this unknown mad woman,  the  last wife of 







な後継者を満足げなまなざしで見つめている」（Part  3  Postmodern Times,  343）。こ
の娘は 3番目のプリンセスとなるのである。Babsと Vivecaもこの子を見ながら、“It 
is a miracle. This child is a survivor.”（343）との直感によって、連続性を予感する。












































































The white  flakes  drift,  and  fall,  and  rest,  and melt,  and  vanish.  She  sits,  as  the 
seasons  change.  Spring  comes,  slowly,  and menace  of  the  bleak walkway  slowly 
vanishes under foliage and wild flowers. She rises, and walks onwards. She walks, 
16
and walks, and walks,  through the hours, and  through the days, and  through the 
weeks. From time to time, she watches the children play. Then, one day, she goes 


























“Sometimes  I  feel  I  don’t  want  to  know  anything more  about  it  than  I  know 
already. . . . Because  what’s  the  use  of  learning  that  I  am  one  of  a  long  row 
only ― finding out  that  there  is  set down  in some old books somebody  just  like 
17
me, and to know that I shall only act her part; making me sad, that’s all. The best is 
not  to  remember  that  your  nature  and  your  past  doings  have  been  just  like 























1    Margaret Drabble, The Red Queen: A Transcultural Tragicomedy (London: Viking, 
2004)  5.　以下、本稿中のドラブルの The Red Queenからの引用は全てこの版に
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依る。
















     ただし、NY Timesの書評では副題の意図は果たされていない、と辛口のコメン
トがなされている（Eder 15）。





























































に』の第 5章の 3項 196‒200を参照。
20
13   引き出しの描写は、A Summer Bird-Cage（1963），Jerusalem the Golden（1967），
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